
 

 「令和 6 年度 男女共同参画の視点からの

能登半島地震対応状況調査」報告書より 

「男女共同参画」×「防災」をテーマに活動する団体のネットワークを通じ

た取組 

1 女性用品をまとめたポーチを準備（大阪男女いきいき財団） 

 「一般社団法人こども・女性ネット東海」は、「きめ細やかな女性用品が不足している」と

のニーズから、女性の衛生用品等をまとめた女性専用ポーチ（若い女性向けのばらセ

ットと、シニア女性向けのふじセットの 2 種類）を考え、被災地に届けていた。その活動

に共感し、メッセージカードを添えて 100 個作成した。 

2 一人ひとりにポーチを手渡しながら、個別のニーズを聞き取り（こども・女性ネット東海） 

 大阪男女いきいき財団から受け取ったポーチを、被災地の女性一人ひとりに手渡しし

た。直接ポーチを渡しながら話を聞くことで、高齢女性や子育て中の女性等、異なる背

景や立場の女性の個別ニーズを把握することができた。 
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